
こ
の
特
集
が
組
ま
れ
た
前
年
の
1
9
8
4

年
に
、
女
性
雇
用
者
数
が
家
事
専
業
者
数
を

上
回
り
ま
し
た
。
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の

変
化
、
高
学
歴
化
を
背
景
と
す
る
社
会
参
加

意
識
の
高
ま
り
、
就
業
構
造
の
変
化
な
ど
が
関

係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
社
会
は
、
う
っ
す

ら
見
え
て
き
た
少
子
高
齢
化
社
会
への
対
策
と

し
て
女
性
労
働
力
拡
大
に
動
き
始
め
ま
し
た
。

た
だ
、
当
時
の
主
婦
の
再
就
職
に
つ
い
て
は

「
子
育
て
が
終
了
し
」「
家
族
の
生
活
に
合

わ
せ
て
」
な
ど
の
制
約
が
多
く
、本
人
の
「
自

己
実
現
の
た
め
」
や
企
業
の
求
め
る
像
と
の

折
り
合
い
が
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
様
子
が

座
談
会
か
ら
う
か
が
え
ま
す
。
企
業
か
ら
は

退
職
の
時
期
の
変
化
に
つ
い
て
、「
結
婚
で
や

め
る
」
人
が
多
か
っ
た
の
が
「
子
ど
も
を
産

む
ま
で
勤
め
る
」
そ
し
て
「
子
ど
も
を
産
ん

で
も
勤
め
る
」
と
の
話
が
出
て
い
ま
す
。
女

性
の
就
労
に
つ
い
て
企
業
は
「
継
続
」
と
「
再

就
職
」
の
二
つ
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

1
9
8
6
年
に
は
「
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
（
略
称
）」
が
施
行
さ
れ
、
男
女
の
均

等
な
取
り
扱
い
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の

私
が
男
女
共
同
参
画
に
興
味
を
持
っ
た
の

は
「
女
性
は
結
婚
し
子
育
て
を
す
る
こ
と
が

幸
せ
」
で
あ
る
と
思
い
、
子
育
て
し
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女
性
に
押
し
付
け
ら
れ

る
母
親
・
妻
と
い
う
役
割
に
、
息
苦
し
さ
を

覚
え
た
か
ら
。「
子
育
て
談
議
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
の
25
号
が
作
成
さ
れ
た
28
年
前
は
、
子

育
て
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。

1
9
9
4
年
は
総
理
府
に
「
男
女
共
同

参
画
室
」
が
設
置
さ
れ
た
年
。
記
事
で
は
こ

の
年
に
出
版
さ
れ
た
「
父
子
手
帖
」
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
令
和
に
な
っ
た
今
で
は
、
全
国

の
自
治
体
で
父
子
手
帳
が
作
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
掲
載
さ
れ
た
「
父
子
手
帖
」
は
、
女
性

だ
け
で
な
く
父
親
も
育
児
に
参
画
で
き
る
兆

し
を
み
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
当
時
の
子
育
て
を
「
密
室
保
育
」

と
例
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
今
で
い
う
「
孤

育
て
」。
現
在
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
、よ
り
い
っ

そ
う
密
室
保
育
・
孤
育
て
に
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

当
時
は
今
ほ
ど
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
て
お
ら

ず
、
子
育
て
情
報
も
な
い
た
め
、
紙
面
で
は
、

一
期
生
た
ち
が
今
、
定
年
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
働
き
、
今
ど
ん

な
こ
と
を
感
じ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

子
ど
も
世
代
、
孫
世
代
は
そ
れ
を
見
て
ど
の

よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

時
代
は
、
人
生
100
年
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

家
族
の
姿
も
変
化
し
、
人
生
も
働
く
目
的
も

多
様
化
し
て
い
ま
す
。
結
婚
や
出
産
・
子
育

て
な
ど
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
の
影
響
が
大
き
い

女
性
に
と
っ
て
、
正
規
労
働
者
と
し
て
の
就

業
の
継
続
は
今
も
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
そ
れ

故
に
非
正
規
労
働
者
に
女
性
が
多
い
と
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
※
。
2
0
1
6
年
に
は
女
性

活
躍
推
進
法
も
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
様
々
な

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
働
き
方
を
探
し

て
い
る
道
半
ば
と
い
う
感
じ
で
す
。

世
の
中
の
「
こ
れ
は
当
た
り
前
」
も
ず
い

ぶ
ん
変
わ
り
ま
し
た
。
先
輩
た
ち
が
切
り
開

い
て
き
た
道
の
お
か
げ
で
、
今
の
私
た
ち
の
就

労
上
の
選
択
肢
が
増
え
て
い
る
、
と
い
う
こ

と
を
あ
ら
た
め
て
実
感
で
き
ま
し
た
。

（
佐
藤
み
ゆ
き
）

※
令
和
3
年
度
男
女
共
同
参
画
白
書

　

20210611danjogaiyo�(shugiin.go.jp)

地
元
の
母
親
達
が
作
る
子
育
て
情
報
誌
の
紹

介
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。今
回
の「
ね
っ
と
わ
ぁ

く
」
の
編
集
員
に
は
、
当
時
の
子
育
て
情
報

誌
の
編
集
員
が
二
人
い
ま
す
。
現
在
子
連
れ

で
の
外
食
は
、
気
楽
に
い
く
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
当
時
は
外
食
で
き
る
店
も
少
な
く
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
で
入
店
で
き
る
店
を
一
軒
ず
つ
調

べ
冊
子
に
載
せ
て
い
た
…
な
ど
、
当
時
の
子

育
て
観
や
編
集
員
と
し
て
の
大
変
さ
を「
ね
っ

と
わ
ぁ
く
」
の
会
議
の
合
間
に
聞
き
、
時
代

の
移
り
変
わ
り
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
今
は
多
様
性
の
社
会
。
令
和

4
年
度
版
男
女
共
同
参
画
白
書
に
よ
る
と
婚

姻
件
数
は
、
令
和
３
年
が
戦
後
最
も
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
や
結
婚
を
望
ま
な

い
人
も
多
く
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後

も
、
家
族
の
形
・
幸
せ
の
形
は
時
代
に
よ
っ

て
、
多
様
性
が
増
し
、
変
化
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
古
い
価
値
観
に
と
ら
わ
れ
ず
、

次
の
世
代
の
考
え
を
寛
容
に
受
け
入
れ
る
器

を
持
っ
て
い
た
い
も
の
で
す
。

（
其
田
育
子
）

Vol.7

女
性
の

就
労
に
つ
い
て

１
９
８
５
年　
10
月
発
行

Vol.25

平
成

子
育
て
談
議

１
９
９
４
年　
11
月
発
行

これまでの「ねっとわぁく」を振り返り、気になるテーマを取り上げた号を
編集員それぞれが読み返してみました。
今回取り上げたバックナンバーは「あざれあナビ」で読むことができます。 あざれあナビ

ねっとわぁくページ
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1
9
9
9
年
6
月
、
男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
が
公
布・施
行
さ
れ
ま
し
た
。「
ね
っ

と
わ
ぁ
く
」
35
号
は
、
こ
の
基
本
法
を
ベ
ー
ス

に
し
た
特
集
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。「
大
事
な

こ
と
は
対
等
に
生
き
る
と
い
う
こ
と　
『
男
だ

か
ら
』
で
も
、『
女
だ
か
ら
』
で
も
な
く
『
私
』

と
し
て
生
き
よ
う
」
と
い
う
見
出
し
か
ら
も
、

こ
れ
ま
で
の
性
別
役
割
に
囚
わ
れ
る
こ
と
な

く
、一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
認
め
た
上
で
、
制

度
や
慣
習
を
変
え
る
動
き
に
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
こ
う
、と
い
う
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

第
６
条
の
家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と

他
の
活
動
の
両
立
を
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
で
は
、

「
ね
っ
と
わ
ぁ
く
流
人
生
ゲ
ー
ム　

男
と
女

の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
人
生
ゲ
ー
ム
風
に
辿
っ
て

行
き
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
は
、「
恋
愛
・
結
婚
す

る
・
結
婚
し
な
い
」、
そ
の
後
、
マ
ス
は
結
婚
、

子
育
て
、
子
ど
も
の
教
育
、
妻
の
職
業
、
夫
・

妻
の
転
勤
、地
域
活
動
、介
護
と
続
き
、ゴ
ー

ル
は
老
後
。
結
婚
を
前
提
と
し
て
、
人
生
が

コ
ー
ス
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま

す
。
今
、
改
め
て
じ
っ
く
り
見
る
と
、
違
和

感
が
あ
り
ま
す
。
結
婚
を
し
な
い
選
択
、
子

少
子
化
が
加
速
し
て
久
し
い
日
本
に
も
、

か
つ
て
は
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
が
あ
り
ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
以
降
に
2
回
、
子
ど
も

の
出
生
が
一
時
的
に
急
増
す
る
現
象
が
起

こ
り
ま
し
た
。
1
回
目
は
戦
後
１
９
４
７

年
か
ら
１
９
４
９
年
。
こ
の
時
に
誕
生
し

た
人
た
ち
を「
団
塊
の
世
代
」と
呼
び
ま
す
。

大
き
な
塊
と
な
り
時
代
が
動
い
た
こ
と
で
、

そ
の
動
向
は
良
く
も
悪
く
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

2
回
目
は
「
団
塊
世
代
」
が
親
と
な
っ
た

１
９
７
１
年
か
ら
１
９
７
４
年
。
そ
の
時
に

誕
生
し
た
人
た
ち
が
「
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
」で
す
。

46
号
が
発
行
さ
れ
た
２
０
０
５
年
頃
は
、「
団

塊
世
代
」の
家
庭
で
育
っ
た「
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
」

が
、
親
に
な
り
つ
つ
あ
る
時
代
で
し
た
。
に
も

関
わ
ら
ず
、
第
３
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
は
起
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
背
景
に
、
時
代
の
変
化
と

と
も
に
、
晩
婚
化
、
晩
産
化
、
非
婚
率
の
高

ま
り
な
ど
、
結
婚
観
や
家
族
観
が
多
様
化
し

た
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。

46
号
の
10
ペ
ー
ジ
に
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア

ス
度
テ
ス
ト
」
が
あ
り
ま
す
。
大
げ
さ
に
誇

張
し
て
あ
る
と
思
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
が

ど
も
を
持
た
な
い
選
択
な
ど
、
人
生
は
多
様

な
の
に
、
そ
こ
か
ら
外
れ
た
人
の
存
在
は
認

め
ら
れ
て
い
な
い
か
の
よ
う
で
す
。

そ
う
考
え
る
と
、現
在
の「
ね
っ
と
わ
ぁ
く
」

は
、
男
女
の
枠
に
囚
わ
れ
ず
、
多
様
な
人
々

の
働
き
方
や
生
き
方
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
数
年
前
に
は

表
紙
に
書
か
れ
て
い
た
「
女
と
男
の
情
報
誌
」

の
表
記
を
や
め
ま
し
た
。
こ
れ
も
時
代
に
よ

る
社
会
の
小
さ
な
変
化
の
一
つ
で
す
。

今
後
は
、
ま
だ
ま
だ
本
気
で
男
女
格
差
の

是
正
に
取
り
組
も
う
と
し
な
い
国
の
意
識
を

変
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
制
度
の
前

に
立
ち
は
だ
か
る
様
々
な
問
題
が
見
え
て
き

た
こ
こ
最
近
で
す
が
、
県
民
一
人
ひ
と
り
の

意
識
は
、
創
刊
し
た
40
年
前
、
そ
し
て
基
本

法
が
で
き
た
1
9
9
9
年
当
時
と
は
確
実

に
変
化
し
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

（
國
井
良
子
）

常
識
だ
っ
た
時
代
が
あ
っ
た
の
か
、
と
考
え
て

し
ま
い
ま
す
。
周
囲
の
感
想
は
「
今
も
、
い

る
い
る
！
こ
う
い
う
人
」
と
か
「
男
女
関
係

な
く
、や
り
た
い
こ
と
を
す
れ
ば
い
い
」
と
か
、

「
ひ
と
つ
も
イ
エ
ス
と
思
わ
な
い
」
な
ど
様
々
。

内
容
が
気
に
な
っ
た
方
は
、（
あ
ざ
れ
あ
ナ
ビ

で
）
46
号
を
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
と
は
、
社
会
的
に
作

ら
れ
た
、
男
女
の
役
割
に
関
す
る
固
定
的
な

思
い
込
み
で
「
男
ら
し
さ
」「
女
ら
し
さ
」
に

基
づ
く
差
別
・
偏
見
・
行
動
の
こ
と
で
す
。

自
分
に
も
思
い
込
み
が
あ
る
か
、
テ
ス
ト
を
試

し
て
み
る
の
も
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
近
で
は
「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バイ
ア
ス
」
と

い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
。
無
意
識
に
持
っ

て
い
る
偏
見
や
思
い
込
み
の
こ
と
で
、
そ
の

人
の
経
験
や
周
囲
の
意
見
、
日
常
的
に
接
し

て
い
る
情
報
か
ら
形
成
さ
れ
る
と
い
わ
れ
ま

す
。内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(gender.go.jp)

に
、
性
別
に
よ
る
無
意

識
の
思
い
込
み
に
関
す
る
研
究
や
、
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
が
あ
り
、
自
分
で
試
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
試
す
こ
と
で
新
た
な
発
見
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。　　
　
　

��（
望
月
富
美
代
）

Vol.35

男
女
共
同

参
画
社
会

基
本
法
入
門

１
９
９
９
年　
10
月
発
行

探
訪
・
団
塊
の
世
代

〜
仕
事
で
・
地
域
で
・
家
庭
で
〜

「
男
女
共
同
参
画
と

団
塊
の
世
代
を
考
え
る
」

２
０
０
５
年　
３
月
発
行

Vol.46

編集員が振り返る創刊
40周年!

「ねっとわぁく」気になるテーマ
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　今年は「ねっとわぁく」創刊 40 周年。アーカイブでは創刊号を振り返ります。ティータイムは創刊号のみに
あるコラムで、「女らしさとは…」について書かれています。現編集員が、感じたことを綴りました。

❷ この言葉を口に出すの
は中高年世代以上のよう
に感じています。1990
年 あたりから家 庭 科 の
授業が男女共通必修に
なったことも大きいので
は。今も料理が上手な人
を『女子力高い』という
けれど、料理上手な男性
に対しても『女子力高い』
と言いませんか？　女子＝
厨房担当！の意識がある
からかも。

❼ 〇〇らしさという言葉自体が、枠に当てはめているように感じる。今は自分らしさを表現す
る世の中なのかなと。

❸ 私は夫のことを「主人」
と呼んだことはないです。

「パートナー」「夫」とか
名前で呼びます。夫も私
のことを「パートナー」「妻」
もしくは名前で呼びます。

「パートナー」って言うと、
年配の方々には評判が良
く、新鮮に聞こえるよう
です。 みなさんも是非、
使ってみてください。

❻ 今は、ほとんどの親が、
生まれる前の子どもの性
別を知る。性別を知った
周囲から、「男の子は元気
で走り回るから、大変だよ」、

「女の子はお手伝いをし
てくれるから助かるね」と
いうような言葉と一緒に、
男の子ならブルー系、女
の子ならピンク系の、新
生児用品をプレゼントされ
る。今でも、世間が無意
識に、親に「男らしく・女
らしく育てること」を、刷
り込んでいるのではない
だろうか。

「ねっとわぁく」アーカイブ

❶ 

❷

❻❼

❸❹❺
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【全体について】
「女らしさ」って、なんなんでしょう。４０
年前の記事を読み、時間が止まってしまっ
たような、砂をかんだような、なんとも
いえない感じです。４０年前とな〜んにも
かわってないじゃないか！　この４０年は、
なんだったのでしょう。婦人問題→女性
問題→男女共同参画と、言葉だけはしっ
かりと変わりましたけど。

❶ 「主人」という言葉から主従関係を連
想する。高度経済成長期の家族モデル
だった、稼ぎ頭の夫と専業主婦の関係が
思い浮かぶ。「主人」や「〇〇さんの奥
さん」といった従属的で、誰かに属して
いるかのような呼び方ではなく、どんな
場面でも、いくつになっても、お互いが
名前で呼び合える関係を、築けたらいい
なぁ〜と思う。

❹ 「女は人間なのか？」社会の仕組みは
男性を基準に作られている。ねっとわぁ
くは、「婦人問題」を啓発する目的で創
刊されたけど、当時「男性問題」はどこ
にも存在していない。「男性中心社会」
の中で、最近やっと、男性相談窓口がで
き、男の生きづらさが取り上げられるよ
うになってきた。40 年前は、男らしさ
や男性の生き方を重荷に感じていても、
言えない世の中だったのかもね。

❺「ご主人」と呼ばれるのは、今でも男
性が多い。女性は「主婦」と言われる
のに対し、最近では「主夫」と意識的に
使われているような、性別役割分業が逆
転した男性のことを、そう言っているだ
けのような。女性は刺身の「つま」でも
なければ、主役の「添え物」でもない。
男女は対等であると思う。

1977 年、日本で「国内行動計画」が策定されて、今後 10 年の、
婦人問題の課題・施策を明らかにすることになりました。一連の流れで、
静岡県にも1980 年、婦人担当の窓口として「婦人対策室」が誕生し
ます。1982 年、婦人問題啓発のための冊子発行をするため、県民だ
よりで編集員の募集がありました。
私は、子どもが幼稚園に入って一段落したときだったので応募しまし

た。「ウーマンリブのバイブル」と言われたベティ・フリーダン著の「新
しい女性の創造」（1963 年アメリカで発行・日本では1965 年発行）
を以前読んだことがあり、それを参考に応募の作文を書いたのを覚えて
います。当時は結婚したら仕事を辞めて主婦になるのが当たり前だった
時代で、応募してきた60人〜 70人のほとんどが主婦でした。
結婚前に新聞記者をしていたので、編集長に抜擢されましたが、県

の「ねっとわぁく」担当の職員も、選ばれた編集員も、「婦人問題」に
関してよくわからない者同士で、何度も話し合いをしながら作りました。
婦人問題を県民に伝えるために、たくさん勉強もしました。
40 年前はまだまだ主婦の多様性は認められておらず、嫁としても意

見を言うことができませんでした。特に国内行動計画第１回報告書の
重点目標にもある農山漁村に住む女性たちの道はまだまだ開けていませ
んでした。
第1号では女性だけでレタス栽培を行うグループを取材しました。「男

にたよらず、女にだってできるんだ」という気概が彼女たちにはありまし
た。当時の女性たちが地ならしをしてきたことで、女性も意見を言って
良い、結婚後もパートで働いてお金を貯める、自分名義の銀行口座を
作る、など今では当たり前になった女性の自立が進みました。
創刊から40年経って、変わったことはたくさんあります。例えば、「婦

人」という言葉はなくなり、「主婦」も使わなくなりました。女性の深夜
労働禁止が撤廃され働きやすくなり、結婚してからも女性は仕事をして
お金を稼ぐことが当たり前になりました。専業主婦も少なくなりましたね。
発行当初は県が「ねっとわぁく」を作っていましたが、今はあざれあ

交流会議に委託され発行を続けています。現在も印刷物としての情報
誌を発行していますが、紙で読んだ方が頭に残るし、様々な人に手に
取って読んでもらえます。1999 年に施行した男女共同参画社会基本
法は、「男女平等」という言葉が多くの男性議員の反対にあい、「男女
共同参画」という言葉に落ち着いた経緯があります。言葉を変えて誤
魔化しても、共同と平等は違います。
男女平等、男女共同参画社会を実現するためには「ねっとわぁく」
がまだまだ必要です。
時間が過ぎて、孫が大人になる頃には男女共同参画社会が実現して

いるかなあと思います。� （聞き手　國井良子）

大國 田鶴子さん
NPO法人あざれあ交流会議前代表理事。「ねっとわぁく」１号・２

号編集長。35〜 44号までアドバイザーとして再びかかわる。

「ねっとわぁく」「ねっとわぁく」 社会の40年社会の40年と
創刊号

1982（昭和57）年
10月発行

※ねっとわぁくバックナンバーは、あざれあ図書館及び
　ポータルサイト「あざれあナビ」で閲覧できます。
https://www.azarea-navi.jp/netwaaku/
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